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はじめに：近年，大気圧プラズマの医療応用の研究が盛んに行われており，特にプラズマ直接照

射による疾患治療は実際の医療現場でも行われている[1]．本研究では，従来使用されている Arガ

スを用いたプラズマジェットではなく，He ガスを使用したプラズマジェット（PN-110TPG, NU-

Rei, Nagoya, Japan）を用いて，皮膚にプラズマを直接照射した際に起こる変化とその作用機序を調

べようと考えた．今回は，プラズマ直接照射による豚皮膚の変化の調査を目的に，プラズマジェ

ットにより豚皮膚に照射を行った後，HE（Hematoxylin-Eosin）染色による組織の変化の観察を行

ったので報告する． 

実験方法：電圧 7 kVpp，周波数 60 Hz，Heガスを用いたプラズマ源を使用し，プラズマ源下部

に 2 センチ角の豚皮膚を設置した．豚皮膚とプラズマ源のヘッド部との距離が 10 mmになるよ

う調節し，ガス流量が 1 slm、2 slmの 2条件について，それぞれ 5，15，30，60秒間プラズマ照

射を行い，計 8条件でプラズマ照射を行った豚皮膚を作成した．プラズマ照射後の豚皮膚にホル

マリン固定を施し，病理標本作製，HE 染色を行った後，倒立顕微鏡を用いて観察を行った．  

結果：Fig.1に、(a)プラズマ未照射の豚皮膚，(b)1 slm で 30 秒間プラズマを照射した豚皮膚，(c)2 

slm で 60 秒間プラズマを照射した後の豚皮膚の HE 染色後の病理標本を示す．(a)と(b), (c)をそ

れぞれ比較すると，(b)では，写真の中央に見える細胞が白く膨らんだように変形している．さら

に(c)では，豚皮膚の最上部に見える層状の組織が，押しつぶされたように変形していることが確

認できる．発表では変化が生じた原因も含め、体系的に考察する． 

   

(a) Unirradiated          (b) 1 slm / 30 s irradiation    (c) 2 slm / 60 s irradiation 

Fig.1 Image of a pathology specimen of pig skin 
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